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平成１６年度年度計画変更事項及び変更理由 
（下線部は変更箇所） 

変更後 変更前 変更理由 
序文 

 

 独立行政法人通則法（平成１１年法律第１０３号）第３１条第１項

の規定に基づき、平成１６年度の業務運営に関する計画（年度

計画）を以下の通り定める。 

 なお、独立行政法人宇宙航空研究開発機構（以下、「機構」とい

う。）は、平成１５年度に発生した一連の事故を踏まえ、信頼性向

上のための具体的施策を検討し実行するための取り組みを行っ

ている。 

平成１６年度には、機構をあげて信頼性向上活動を推進する

ための組織・体制を構築し、この体制により衛星・ロケットの総点

検を行い、Ｈ－II Ａロケットの打上げ再開に向けた見通しを得ると

ともに、衛星のスケジュールを見直した。 

これらを踏まえ、平成 17 年１月 19 日に「平成１６年度・年度計

画」を変更した。 

また、平成17年2月1日の平成16年度補正予算成立を受け、

年度計画の予算、収支計画、資金計画の変更を行う。 

序文 

 

 独立行政法人通則法（平成１１年法律第１０３号）第３１条第１項

の規定に基づき、平成１６年度の業務運営に関する計画（年度

計画）を以下の通り定める。 

 なお、独立行政法人宇宙航空研究開発機構（以下、「機構」とい

う。）は、平成１５年度に発生した一連の事故を踏まえ、信頼性向

上のための具体的施策を検討し実行するための取り組みを行っ

ている。 

平成１６年度には、機構をあげて信頼性向上活動を推進する

ための組織・体制を構築し、この体制により衛星・ロケットの総点

検を行い、Ｈ－II Ａロケットの打上げ再開に向けた見通しを得ると

ともに、衛星のスケジュールを見直した。 

 これらを踏まえ「平成１６年度・年度計画」を変更する。 

 

 

 平成 16 年度補正予算成立

を受け、年度計画の予算、

収支計画、資金計画を見直

す旨を記載する。 
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変更後 変更前 変更理由 
Ⅲ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

１．予算 

Ⅲ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

１．予算 

 

平成１６年度予算 

（単位：百万円）

［注１］「財政法第２８条による平成１６年度予算参考書類」に基づき

算出したものである。 

［注２］「受託収入」及び「受託経費」には情報収集衛星に係る収入

及び支出を含む。 

［注３］各欄積算と合計欄の数字は四捨五入の関係で一致し

ないことがある。 

区分 金額 

収入 

運営費交付金 

施設整備費補助金 

国際宇宙ステーション開発費補助金 

その他の国庫補助金 

受託収入 

その他の収入 

計 

１３７，２９８

８，７６９

３３，２３３

３，４３７

４０，６６１

６１９

２２４，０１６

支出 

事業費 

一般管理費 

施設整備費補助金経費 

国際宇宙ステーション開発費補助金経費

受託経費 

借入償還金 

計 

１２９，１８３

９，０５７

８，７６９

３３，２３３

４０，６６１

３，４３７

２２４，３３９

平成１６年度予算 

（単位：百万円）

［注１］「財政法第２８条による平成１６年度予算参考書類」に基づき

算出したものである。 

［注２］情報収集衛星の受託経費については、上記予算計画の金

額に含まれていない。 

 

区分 金額 

収入 

運営費交付金 

施設整備費補助金 

国際宇宙ステーション開発費補助金 

その他の国庫補助金 

受託収入 

その他の収入 

計 

１３７，２９８

８，４２６

３３，５０９

１，１４６

４０，６６１

６１９

２２１，６５９

支出 

事業費 

一般管理費 

施設整備費補助金経費 

国際宇宙ステーション開発費補助金経費

受託経費 

借入償還金 

計 

１２９，１８３

９，０５７

８，４２６

３３，５０９

４０，６６１

１，１４６

２２１，９８２

 

 

 

 平成１６年度補正予算の成

立（平成１７年２月１日）を受

け、平成１６年度の予算、収

支計画、資金計画を変更す

る。 
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変更後 変更前 変更理由 
２．収支計画 

平成１６年度収支計画 

（単位：百万円）

 

［注１］厚生年金基金の積立不足額については、科学技術厚生年

金基金において回復計画を策定し、給付の削減、掛金の引き上げ

等の解消方法を検討した上で、必要な場合は、人件費の範囲内で

特別掛金を加算し、その解消を図ることとしている。 

 

［注２］各欄積算と合計欄の数字は四捨五入の関係で一致しないこ

とがある。 

 

区別 金額 

費用の部 

経常費用 

事業費 

一般管理費 

受託費 

減価償却費 

財務費用 

臨時損失 

１４６，２３０

１０５，１１８

８，６５８

１０，６５１

２１，８０３

０

０

収益の部 

運営費交付金収益 

補助金収益 

受託収入 

その他の収入 

資産見返負債戻入 

臨時利益 

９１，１４７

２２，０１０

１０，６５１

６１９

２１，８０３

０

２．収支計画 

平成１６年度収支計画 

（単位：百万円）

区別 金額 

費用の部 

経常費用 

事業費 

一般管理費 

受託費 

減価償却費 

財務費用 

臨時損失 

１４６，４１０

１０５，２９５

８，６５８

１０，６５１

２１，８０６

０

０

収益の部 

運営費交付金収益 

補助金収益 

受託収入 

その他の収入 

資産見返負債戻入 

臨時利益 

９１，１４２

２２，１９２

１０，６５１

６１９

２１，８０６

０

 

［注１］厚生年金基金の積立不足額については、科学技術厚生年

金基金において回復計画を策定し、給付の削減、掛金の引き上げ

等の解消方法を検討した上で、必要な場合は、人件費の範囲内で

特別掛金を加算し、その解消を図ることとしている。 

 

［注２］各欄積算と合計欄の数字は四捨五入の関係で一致しないこ

とがある。 

 

 

 

同上 
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変更後 変更前 変更理由 
３．資金計画 

平成１６年度資金計画 

（単位：百万円） 

区別 金額 

資金支出 

業務活動による支出 

投資活動による支出 

財務活動による支出 

翌年度への繰越金 

２１２，１３４

８，７６９

３，４３７

０

資金収入 

業務活動による収入 

運営費交付金による収入 

補助金収入 

受託収入 

その他の収入 

投資活動による収入 

施設整備費による収入 

財務活動による収入 

前年度よりの繰越金 

２１１，８１１

１３７，２９８

３３，２３３

４０，６６１

６１９

８，７６９

８，７６９

３，４３７

３２３

 

［注］各欄積算と合計欄の数字は四捨五入の関係で一致しないこと

がある。 

３．資金計画 

平成１６年度資金計画 

（単位：百万円） 

区別 金額 

資金支出 

業務活動による支出 

投資活動による支出 

財務活動による支出 

翌年度への繰越金 

２１２，４０９

８，４２６

１，１４６

０

資金収入 

業務活動による収入 

運営費交付金による収入 

補助金収入 

受託収入 

その他の収入 

投資活動による収入 

施設整備費による収入 

財務活動による収入 

前年度よりの繰越金 

２１２，０８６

１３７，２９８

３３，５０９

４０，６６１

６１９

８，４２６

８，４２６

１，１４６

３２３

 

［注］各欄積算と合計欄の数字は四捨五入の関係で一致しないこと

がある。 

 

 

同上 

 


